
二輪型マルチコプタを用いた
橋梁点検支援ロボットシステムの研究開発

二輪型マルチコプタの開発

支承状況

二輪型マルチコプタ

橋脚のひびわれ状況

　道路法改正により、道路橋の橋梁点検が義務化されました。特に、「近接目視」を行うことが義務付け
られたため、通常の作業機械で点検ができない高橋脚等は、ロープアクセス等の特殊高所作業技術が
必要となります。
　本研究は、人による点検が困難な箇所の画像を近接撮影する点検用ロボットシステムの開発と、点検
データを一元管理し、様々な用途に活用可能な点検データ管理システムを開発し、維持管理業務全般
の省力化、高度化の実現を目指します。

　橋脚や床板に接触し、走査しながら近接画像を取得可能な

点検用ロボットを開発しました。

　有線により給電と画像伝送が可能であり、二輪が接触する

ことで移動時の耐風安定性を確保しています。

　点検時は、カメラで撮影した動画をタブレット等でリアル

タイムに点検員が確認することができ、操作員へ指示を出す

ことで、損傷を確実に撮影することが可能です。
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点検データ管理システムの開発

● 3D点検記録 ● 3D損傷図出力機能

● 点検調書出力機能

　CIMとの連携を意識し、3Dモデルを使用し、長期保存に耐え、高度活用が可能な点検データ管理システムを

開発しています。点検時に、タブレットで過去の点検記録を参照しながら、損傷状況を簡易に入力できるアプリ

ケーションを開発し、点検作業の効率化を測ります。また、3Dモデル上で点検結果を管理できるデータベース

の研究開発をしています。
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